
 

 

 

＊自筆証書遺言には、日付（年月日）氏名を自書して押印があることを確認する。 

＊押印は必ずしも実印である必要はない。 

＊検認手続きが済んでいるかの確認方法として、検認証明書の提出を求めなければならない。 

＊遺言書本文は、すべて自書されていることを確認する。 

＊遺言書本文とは別に目録がある場合、同時に提出を求めなければならない。 

 



 

＊別紙目録については、自書によらなくても良い。 

 （例：パソコンによる作成や遺言者以外の者による作成でも OK。 

    不動産の登記事項証明書の添付や通帳・証書のコピーでも OK。） 

＊自書によらない財産目録を添付する場合、すべての頁に被相続人の署名・押印 

があることを確認する。 


